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解 答                                  

□1  (1) 7           (2) 
1

5
            (3) 450（g）       (4) 8：15 

  (5) 3600（m） 

□2  (1) 30（日）      (2) 22（日）      (3) 180（日間）     (4) 24（個ずつ） 

□3  (1) 1200（円）    (2) 1600（円）    (3) 1440（円）    (4) 3000（円） 

□4  (1) 128（枚）      (2) 75（個）      (3) 600（円）       (4) 200（L） 

□5  (1) 4（分）        (2) 10（台）     (3) 9（分）20（秒後） 

    (4) 12（頭）         

□6  (1) 72（日）      (2) 2400（g）     (3) 1.62            (4) 18（分）     

□7  (1) 120（L）       (2) 32（L）    

□8  (1) 111000（枚）   (2) 14400（枚） 

 

配 点 150点満点 

□1  5点×5  □2  (1)(2)(3) 5点×3、(4) 6点  □3  5点×4 □4  5点×4 □5  5点×4  

□6  5点×4  □7  6点×2 □8  6点×2 

 

解 説 

□1  計算問題・小問集合 

(3) 右の面積図より、12－8＝4（%）より、ア：イ 

は、 

ア：イ＝
1

4
 ：

1

8
 ＝2：1 

より、2：1となるため、できた食塩水の量（□） 

は、 
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150×
2＋1

1
 ＝450（g） 

より、450gです。 

 

(4) 長方形 Aと Bの面積の比は、 

(面積の比)＝(たての長さの比)×(横の長さの比) 

より、 

(6×4)：(5×9)＝24：45＝8：15 

より、8：15です。 

 

(5) はると君が出発するとき、かずき君は、 

75×( 8－4)＝300（m） 

より、300m進んでいます。 

かずき君とはると君の速さの比は、 

75：90＝5：6 

より、5：6となり、2人が同じ時間に進む距離の比も 5：6となります。 

右の図より、(○6 －○5 ＝)○1 が 

300mにあたり、CD間の距離は、 

○6 ×2＝○12  

より、○12にあたるため、CD間の 

距離は、 

300×
12

1
 ＝3600（m） 

より、3600mです。 

 

□2  《仕事算》 

(1) 全体の仕事量を 45と 18の最小公倍数から○90とすると、A君 1人の仕事量は、 

○90÷45＝○2  

より、○2 となり、A君、B君 2人の仕事量は、 
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○90÷18＝○5  

より、○5 となることから、B君 1人の仕事量は、 

○5 －○2 ＝○3  

より、○3 となります。 

よって、この仕事を B君 1人で仕上げるのに、 

○90÷○3 ＝30（日） 

より、30日かかります。 

 

(2) 全体の仕事量を、36と 24と 18の最小公倍数から○72とすると、Cさん 1人が 1日で 

する仕事量は、 

○72÷36＝○2  

より、○2 となり、Dさん 1人が 1日でする仕事量は、 

○72÷24＝○3  

より、○3 となり、Eさん 1人が 1日でする仕事量は、 

○72÷18＝○4  

より、○4 となります。 

もしも途中で Cさんと Eさんが 12日、Dさんが 18日休まなければ、 

○72＋(○2 ＋○4 )×12＋○3 ×18＝○198  

より、全部で○198 の仕事ができることになります。 

よって、この仕事が仕上がるまでにかかった日数は、 

○198 ÷(○2 ＋○3 ＋○4 )＝22（日） 
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より、22日です。 

 

(3) 全体の仕事量を○1 とすると、春子さんと夏子さんの 2人が 1日でする仕事量は、 

○1 ÷40＝ 
1

40
  

より、 
1

40
  となります。 

春子さんが  
3

4
  の仕事を終わらせた後、夏子さんが残りの、 

○1 － 
3

4
  ＝ 

1

4
  

より、  
1

4
  の仕事を 12日で仕上げることから、夏子さん 1人が 1日でする仕事量は、 

1

4
  ÷12＝ 

1

48
  

より、 
1

48
  となります。 

以上より、春子さん 1人が 1日でする仕事量は、 

1

40
  － 

1

48
  ＝ 

1

240
  

より、 
1

240
  となることから、春子さんが働いたのは、 

3

4
  ÷ 

1

240
  ＝180（日間） 

より、180日間です。 

 

(4) 商品 Pと商品 Qを買った様子は右の図の 

ようになります。 

商品 P 1個の値段を□P 、商品 Q 1個の値段 

を□Q として、図の★の部分に注目すると、 

以下の式が成り立ちます。 

□P ×(28－20)＝□Q ×(27－21) 
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□P ×8＝□Q ×6 

これより、商品 P 1個の値段と商品 Q 1個の値段の比は、 

□P ：□Q ＝
1

8
 ：

1

6
 ＝3：4 

より、3：4となります。 

商品 P、商品 Q 1個の値段を、それぞれ□3 、□4 とすると、持っていたお金は、 

□3 ×28＋□4 ×21＝□168  

より、□168 となるため、商品 P、商品 Qを、 

□168 ÷(□3 ＋□4 )＝24（個） 

より、24個ずつ買うことができます。 

 

□3  《倍数算》 

(1) はじめは姉と妹の所持金が等しく、姉が 600円をもらい。妹が 400円を使うと、 

600＋400＝1000（円） 

より、2人の所持金の差は、1000円になります。 

この 1000円が、所持金の比 9：4の差にあたり 

ます。 

よって、現在の姉の所持金は、 

1000×
9

9－4
 ＝1800（円） 

より、1800円となります。 

よって、はじめの 2人の所持金は、 

1800－600＝1200（円） 

より、1200円です。 

 

(2) 2人は同じ金額を使ったので、400円を使う前後で所持金の差は変わりません。 

400円を使う前の 9：5の比の差(9－5＝)4と、400円を使った後の 2：1の比の差(2－ 

1＝)1を、最小公倍数の 4にそろえると、A君は、(○9 －○8 ＝)○1 減り、B君も、(○5  
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－○4 ＝) ○1 減っているので、この○1  

が 400円にあたります。 

よって、現在の B 君の所持金は、 

  400×
4

1
 ＝1600（円） 

より、1600円です。 

 

 【別解】 

  

  比例式を使うと、 

    (○9 －400)：(○5 －400)＝2：1 

    1×(○9 －400)＝2×(○5 －400) 

    ○9 －400＝○10－800 

    ○1 ＝400 

より、現在の B君の所持金は、 

    400×5－400＝1600（円） 

  より、1600円です。 

 

(3) やりとりする前の C、D、Eの所持金を○4 、○3 、○2 、やりとりした後の C、D、E 

の所持金を□10 、□9 、□8 とします。 

やりとりの前後で、3人の所持金の和と Dの所持金は変わりません。 

Dの所持金の、○3 ＝□9 から、比を□に統一すると、やりとり前の C、D、Eの所持金 

は□12 、□9 、□6 で、やりとり後の C、D、E の所持金は□10 、□9 、□8 となります。 

Cは、□12 －□10 ＝□2 減り、Eは、□8 －□6 ＝□2 増えているため、この□2 が 480円に 

あたります。 
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よって、はじめの Eの所持金は、 

480×
6

2
 ＝1440（円） 

より、1440円です。 

 

(4) はじめの兄の所持金を○7 、弟の所持金を○3 、後の兄の所持金を□9 、弟の所持金を 

□5 とすると、兄と弟の所持金はそれぞれ、以下の式で表すことができます。 

兄→ ○7 －200＝□9  

弟→ ○3 ＋600＝□5  

下のように、○7 と○3 の最小公倍数○21にそろえて考えます。 

 

 

 

 

 

 

消去算の考え方を利用して。 

□35－□27 ＝4200＋600 

□8 ＝4800 

□1 ＝600 

  より、現在の弟の所持金は、 

    600×5＝3000（円） 

  より、3000円となります。 

 

 【別解】 

  

  比例式を使うと、 
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    (○7 －200)：(○3 ＋600)＝9：5 

    5×(○7 －200)＝9×(○3 ＋600) 

    ○35－1000＝○27＋5400 

    ○8 ＝6400 

    ○1 ＝800 

  より、現在の弟の所持金は、 

    800×3＋600＝3000（円） 

  より、3000円となります。 

 

□4  《相当算・還元算》 

(1) 赤いカードの枚数の
2

5
 と青いカードの枚数の

3

8
 が等しいことから、以下の式を立てる 

ことかできます。 

(赤いカード)×
2

5
 ＝(青いカード)×

3

8
 ＝★ 

これより、(赤いカード)：★＝5：2、(青いカード)：★＝8：3となるため、下のように、 

赤いカードの枚数と青いカードの枚数の比は、15：16となります。 

   

 

 

 

 

 

赤いカードの枚と青いカードの枚数の和が、248 枚であるため、青いカードの枚数は、 

    248×
16

15＋16
 ＝128（枚） 

より、128枚です。 
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(2) 右のような線分図にまとめて考えます。 

  図の△1 は、 

   △1 ＝5÷(1－
5

6
 )＝30（個）  

 より、30個となり、□1 は、 

□1 ＝(30＋4)÷(1－
1

3
 )＝51（個） 

より、51個となります。 

○1 は、  

○1 ＝(51＋9)÷(1－
1

5
 )＝75（個）  

より、75個となるため、 はじめに箱の中に入っていたりんごの個数は 75個です。 

 

(3) 2人のお金のやりとりをまとめると、右の図のようになります。 

2人の持っている金額の合計が、(1500＋1900＝)3400円であることを利用して、下か 

ら求めて行きます。 

オ→ 1500÷(1－
1

6
 )＝1800（円） 

カ→ 3400－1800＝1600（円） 

エ→ 1600÷(1－
1

5
 )＝2000（円） 

ウ→ 3400－2000＝1400（円） 

ア→ 1400÷(1－
1

2
 )＝2800（円） 

イ→ 3400－2800＝600（円） 

より、Eさんが最初に持っていた金額は 

600円です。 

 

(4) 朝、タンクに入れた水の量を○1 とすると、昼に水を使った後の水の量は、 

○1 ×(1－0.4)＝○0.6  
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より、○0.6 となり、夕方に水を使った後の水の量は、○0.6 －30となります。 

夜に水を使った後の水の量は、 

  (○0.6 －30)×(1－0.2)＝○0.48 －24 

より、○0.48 －24となります。 

この量が朝に入れた量の 30%より 12L多いので、 

○0.48 －24＝○0.3 ＋12 

○0.48 －○0.3 ＝12＋24 

○0.18 ＝36 

○1 ＝200 

  より、朝、タンクに入れた水の量は、200Lです。 

 

□5  《ニュートン算》 

(1) 入場口を 1つあけると、行列は 1分間に、 

   256÷16＝16（人） 

より、16人減ります。 

1分間に 1つの入場口から入場する人数は、行列に加わる人数に 16人を加えたものと 

なるため、入場口 1つでは 1分間に 

  8＋16＝24（人） 

より、24人が入場します。 

入場口を 3つあけると、行列は 1分間に、 

  24×3－8＝64（人） 

より、64人減るため、行列がなくなるのにかかる時間は、 

  256÷64＝4（分） 

より、4分です。 

 

(2) 2台のポンプで地下水をくみ出すと、 

840÷42＝20（L） 
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より、1分間に 20Lずつ、3台のポンプで地下水をくみ出すと、 

840÷24＝35（L） 

より、1分間に 35Lずつ減ります。 

これより、以下の式が成り立ちます。 

(2台のポンプでくみ出す量)－(わき出る量)＝20（L／分） 

(3台のポンプでくみ出す量)－(わき出る量)＝35（L／分） 

1台のポンプでくみ出す量は、 

35－20＝15（L／分） 

より、1分間に 15Lとなり、わき出る水の量は、 

15×2－20＝10（L／分） 

より、1分間に 10Lとなります。 

地下水を 6分でくみつくすには、1分間に、 

840÷6＝140（L） 

より、140Lずつ減らせばよいので、ポンプが 1分間にくみ出す量の合計は、 

140＋10＝150（L／分） 

より、150Lとなることから、用意するポンプの数は、 

150÷15＝10（台） 

より、10台となります。 

 

(3) はじめに井戸にたまっている水の量を 56と 16の最小公倍数から○112 とします。 

   1台のポンプで水をくみ出すと、 

     ○112 ÷56＝○2  

   より、1分間に○2 ずつ水が減り、2台のポンプで水をくみ出すと、 

     ○112 ÷16＝○7  

   より、1分間に○7 ずつ水が減ります。 

   これより、以下の式が成り立ちます。 

     (ポンプ 1台が 1分間にくみ出す量)－(1分間にわき出る量)＝○2  

     (ポンプ 2台が 1分間にくみ出す量)－(1分間にわき出る量)＝○7  
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   ポンプ 1台が 1分間にくみ出す量は、 

     (○7 －○2 )÷(2－1)＝○5  

   より、○5 であることから、井戸に 1分間にわき出る量は、 

     ○5 －○2 ＝○3  

   より、○3 となります。 

   よって、ポンプ 3台で水をくみ出すと、井戸が空になるのは、 

     ○112 ÷(○5 ×3－○3 )＝9
1

3
 （分後） 

   より、9分 20秒後です。 

 

(4) 牛 1頭が 1日に食べる草の量を○1 とします。 

  牛 16頭が 12日で食べる草の量は、 

○16×12＝○192  

より、○192 となり、牛 21頭が 7日で食べる草の量は、 

○21×7＝○147  

より、○147 となります。 

はじめに生えていた草の量を△とすると、 

右の線分図のようにまとめることができ 

ます。 

1日に生える草の量は、 

(○192 －○147 )÷(12－7)＝○9  

より、○9 となるため、はじめに生えていた草の量（△）は、 

○192 －○9 ×12＝○84  
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より、○84となります。 

よって、この牧場の草を 28日でなくすには、 

   ○84÷28＝○3  

より、1日に○3 ずつ減らせばよいので、牛が 1日に食べる草の量は、  

○9 ＋○3 ＝○12  

より、○12となることから、 

○12÷○1 ＝12（頭） 

より、牛を 12頭はなせばよいです。 

 

 

□6 《応用問題》 

(1) Cが 5日で終わらせる仕事量は、Aと Bの 2人が 1日で終わらせる仕事量と等しく、 

Bが 3日で終わらせる仕事量とも等しくなります。 

この条件を式で表すと、以下のようになります。 

  C×5＝(A＋B)×1 

C×5＝B×3 

C：(A＋B)：Bは、 

  C：(A＋B)：B＝
1

5
 ：

1

1
 ：

1

3
 ＝3：15：5 

より、3：15：5となることから、Cの仕事量を○3 、Aと Bの仕事量の合計を○15、B 

の仕事量を○5 と表すことができます。 

これより、Aの仕事量は、(○15－○5 ＝)○10となるため、全体の仕事量は、 

  (○10＋○5 ＋○3 )×12＝○216  

より、○216 となります。 
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よって、C 1人でこの仕事を終わらせるには、 

  ○216 ÷○3 ＝72（日） 

より、72日かかります。 

 

(2) はじめの水の重さの比を○4 ：○3 、使った水の重さの比を□8 ：□5 とすると、P、Qは 

それぞれ以下の式で表すことができます。 

  P ○4 －□8 ＝400（g） 

Q ○3 －□5 ＝600（g） 

  2つの式の○4 と○3 を最小公倍数から○12でそろえると、以下のかたちになります。 

P×3 ○12－□24 ＝1200（g） 

Q×4 ○12－□20 ＝2400（g） 

  これより、□24 －□20 ＝2400－1200＝1200（g）となることから、□1 は、 

    1200÷(24－20)＝300（g） 

  より、300gにあたります。 

  よって、水そう Pから使った水の重さは、 

    300×8＝2400（g） 

  より、2400gです。 

 

(3) 正しい式は、
3

5
 ×D.Eに、まちがえた式は、

3

5
 ×E.Dになります。 

 これより、以下の式が成り立ちます。 

   
3

5
 ×E.D－

3

5
 ×D.E＝2.7 

 式を進めると、 

   
3

5
 ×(E.D－D.E)＝2.7 
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E.D－D.E＝2.7÷
3

5
 ＝4.5 

  より、E.Dと D.Eの差が 4.5となり、和が 9.9となることから、和差算の考え方を利 

用して、D.Eは、 

  D.E＝(9.9－4.5)÷2＝2.7 

  より、2.7となります。 

  よって、正しい答えは、 

    
3

5
 ×2.7＝1.62 

  より、1.62です。 

 

(4) 機械が 1分間に袋づめするおかしの個数を○1 とします。 

54分で袋づめするおかしの個数は、 

  ○1 ×54＝○54  

より、○54となり、54分で作られるおかしの個数は、 

240×54＝12960（個） 

より、12960個となります。 

機械の仕事量を 20%増しにして動かすと、30分で袋づめするおかしの個数は、 

○1.2 ×30＝○36  

より、○36となり、30分で作られるおかしの個数は、 

240×30＝7200（個） 

り、7200個となります。 

現在たまっているおかしの個数を□とする 

と、右の図より、機械が 1分間に袋づめする 

おかしの個数○1 は、 

(12960－7200)÷(54－36)＝320（個) 

より、320個となり、たまっているおかしの 

個数は、 

320×36－7200＝4320（個） 
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より、4320個となります。 

機械の仕事量を50%増しにして動かすと、機械が1分間に袋づめするおかしの個数は、 

320×1.5＝480（個） 

より、480個となるため、おかしは、 

4320÷(480－240)＝18（分） 

より、18分でなくなります。 

 

□7  《相当算（応用）》 

(1) 容器 Bから半分を容器 Aにうつすとき、 

右の図で容器 Aの水の量は(□＋★)に、 

容器 Bの水の量が★になります。 

この差が、48Lにあたるため、 

  (□＋★)－★＝48（L） 

  □＝48L 

より、容器 Bから容器 Aに水をうつす前の容器 Aの水の量（図の□）が 48Lとなりま 

す。 

容器 Bから容器 Aに水をうつす前の容器 Bの水の量は、容器 Aの水の量の 3倍であ 

るため、 

  48×3＝144（L） 

より、144Lとなるため、容器 Bから容器 Aにうつした水の量は、 

144÷2＝72（L） 

より、72Lとなります。 

よって、最後に容器 Aに入っている水の量は、 

  48＋72＝120（L） 

より、120Lです。 

 

(2) はじめに水そうに入っていた水の量を 1とすると、容器 Aに入れた水の量は
4

7
 、容 

器 Aから容器 Bにうつした水の量は、 

    
4

7
 ×

5

8
 ＝

5

14
  

  より、
5

14
 となり、容器 Aに残っている水の量は、 
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4

7
 －

5

14
 ＝

3

14
  

  より、
3

14
 となります。 

  このとき、容器 Bに入っている水の量は、 

    
3

14
 ×3＝

9

14
  

  より、
9

14
 となるため、はじめに水そうから容器 Bに入れた水の量は、 

    
9

14
 －

5

14
 ＝

2

7
  

  より、
2

7
 となります。 

  水そうから容器 Aに水を入れた後に、水そうに残っていた水の量は、 

    1－
4

7
 ＝

3

7
  

  より、
3

7
 となり、この水を容器 Bにうつすときに水をこぼしてしまったため、こぼし 

た水の量は 

    
3

7
 －

2

7
 ＝

1

7
  

  より、
1

7
 となります。 

  (1)より、容器 Bから容器 Aに水をうつす前の容器 Aの水の量（
3

14
 ）が 48Lであるこ 

とから、はじめに水そうに入っていた水の量は、 

  48÷
3

14
 ＝224（L） 

より、224Lとなります。 

よって、こぼした水の量は、 

  224×
1

7
 ＝32（L） 

より、32Lです。 
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□8  《仕事算（応用）》 

(1) 印刷機 P、Q、Rが 1時間に印刷できる枚数を、それぞれ□P 、□Q 、□R とすると、 

□Q ＝□P ×
3

5
  

より、□P ：□Q ＝5：3となり、 

□R ＝□Q ×
5

12
  

より、□Q ：□R ＝12：5であることから、右の通り、 

□P ：□Q ：□R ＝20：12：5となります。 

よって、Qが 36000枚印刷するとき、3台で印刷した 

枚数は、 

  36000×
20＋12＋5

12
 ＝111000（枚） 

より、111000枚です。 

 

(2) Pで 1時間に印刷できる枚数を、20と 12と 5の最小公倍数から□60 とすると、Qで 

1時間に印刷できる枚数は、 

  □60 ×
3

5
 ＝□36  

  より、□36 となり、Rで 1時間に印刷できる枚数は、 

    □36 ×
5

12
 ＝□15  

  より、□15 となります。 

  Pを 2時間、Qを 2時間、Rを 6時間使って印刷した枚数の合計は、 

□60 ×2＋□36 ×2＋□15 ×6＝□282  

より、□282 となり、Pを 1時間、Qを 5時間、Rを 4時間使って印刷した枚数の合 
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計は、 

□60 ×1＋□36 ×5＋□15 ×4＝□300  

より、□300 となります。 

この差の、 

  □300 －□282 ＝□18  

  より、□18 が 4320枚にあたるため、Pが 1時間に印刷する枚数は、 

    4320×
60

18
 ＝14400（枚） 

  より、14400枚です。 

 

 

 

 

 


